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1.概 要 

1.1  目 的 

本調 査は、主要 県道光上 関線の海上に 架かる 上関大橋につ いて 、上部工

お よ び 下 部 工 (主 に 橋 台 部 )に 見 ら れ る 劣 化 損 傷 に つ い て 現 況 状 況 の 把 握

と原 因究明を目的 とする 。  

 

1.2 業 務 名 

主要 県道光上関線 単独橋 梁補修工事に 伴う  

調査 及び設計業務 委託  第一工区  

 

1.3  橋 梁 諸 元 

(1)路 線 名 主要 県道光上関線  

(2)架 設 年 次 昭 和 44 年  

(3)架 橋 地 点 山口 県熊毛郡上関 町室津 地内  

(4)橋 格 二等 橋（昭和 39 年道路 橋示方書）  

(5)橋 長 220.000ｍ  

(6)桁 長 39.990＋ 140.000＋ 39.990 

(7)上 部 工 3 径間連 続有ヒン ジ PC ラーメン橋  

(8)下部工形式 逆 T 式橋台 (A1 橋 台 ) 箱 式橋台 (A2 橋 台 ) 

壁式 橋脚 (P1. 2 橋 脚 ) 

(9)基礎工形式 直接 基礎  

(10)幅 員 構 成 車 道 6.500m 歩道（両側 ） 0.750m 全幅 8.800m 

 

1.4  受 注 者 名 

パシ フィックコン サルタ ンツ株式会社  中国 支社  

技術 部  構造グル ープ  

〒 730-0051 

広島 市中区大手 町 2 丁 目 1 番 1 号  広 島商中 日生ビル 8Ｆ  

ＴＥ Ｌ  082-504-1006 

ＦＡ Ｘ  082-504-1041  
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1.6  現地調査内容、室内試験内容及び数量 

現地 調査内容及び 数量を 下表 1-6-1.現地調査 内容に示す。  

また 、室内試験内 容及び 数量を下 表 1-6-2.室 内試験項目に 示す。  

 

 

表 1-6-1.現地 調査内容  

調査 項目  
調査  

数量  
摘要  

外

観

変

状

調

査 

橋 面 変 状 調 査 

主桁外面変状調査 

主桁内面変状調査 

下 部 工 変 状 調 査 

220ｍ  

40ｍ  

220ｍ  

2 基  

A１ ～ A 2 間 

中 央 径 間 (足場 設置箇所 ) 

A１ ～ A 2 間 

A 1 . A 2 橋 台 

コ

ン

ク

リ

ー

ト

調

査 

コンクリートコア採取 16 本  
上部 工：中央 径間  10 本  

下部 工： A 1 橋 台  6 本  

シュミットハンマー試験 18 箇所  
上部 工：中央 径間  5 箇所×3 セ ッ ト

下部 工：A 1 橋 台 1 箇所×3 セ ッ ト

鋼
材

調
査 

R C ﾚ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 探 査 23 箇所  
(※ 1) 

上部 工：中央 径間  15 箇所  

下部 工： A 1 橋 台  7 箇所  

P 2 橋 脚  1 箇所  

鉄筋腐食状況調査 

（部 分はつり）  
7 箇所  
(※ 2) 

上部 工：中央 径間   5 箇所  

下部 工： A 1 橋 台  1 箇所  

P 2 橋 脚  1 箇所  

鉄 筋 腐 食 度 調 査 7 箇所  

上部 工：中央 径間   5 箇所  

下部 工： A 1 橋 台  1 箇所  

P 2 橋 脚  1 箇所  

P C 鋼 棒 定 着 部 の 

腐 食 状 況 調 査 

（橋 面部、主桁側 面部）

40m 

(4 箇所 ) 

橋 面 部 (主 桁 上 面 部 )及 び 主 桁 側 面

部 各 2 箇所におい て、はつ り工を行

い、 定着部の腐食 状況を 確認する。

仮設 足場の設置範 囲  380m 2 4 0 m × 9 . 5 m 

 
※ 1.鋼 材 調 査 の RC レ ー ダ ー 探 査 23 箇 所 は 、 コ ン ク リ ー ト コ ア 採 取 部 16 箇 所 及 び  

鉄 筋 腐 食 状 況 調 査 (部 分 は つ り )7 箇 所 の 合 計 23 箇 所 を 示 す 。  

※ 2.鉄 筋 腐 食 状 況 調 査 の 部 分 は つ り 部 7 箇 所 で は 、現 地 に て 中 性 化 深 さ 測 定 を 実 施 す る 。 
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表 1-6-2.室内 試験項目  

試験 項目  試験 数量  摘要  

コ ア 整 形 5 箇所  
上部 工：中央 径間  4 本  

下部 工： A 1 橋 台 1 本  

一軸圧縮強度試験 

(JIS A 1107) 
5 箇所  
(※ 1) 

上部 工：中央 径間  4 本  

下部 工： A 1 橋 台 1 本  

静弾 性係数試験  

(JIS A 1149) 
5 箇所  

上部 工：中央 径間  4 本  

下部 工： A 1 橋 台 1 本  

塩分 含有量試験  

( J C I  S C 4 ) 
30 資料  
(※ 2) 

上部 工：中央 径間  25 資料  

下部 工： A 1 橋 台  5 資料  

中性 化深さ試験  

(JIS A 1152) 
7 箇所  

上部 工：中央 径間  5 本  

下部 工： A 1 橋 台 1 本  

P 2 橋 脚 1 本 (※ 3) 

残存 膨張量試験  

( J C I  D D 2 ) 
3 箇所  

上部 工：中央 径間  1 箇所  

下部 工： A 1 橋 台 2 箇所  

骨材の反応性試験 

(JIS A 5308) 
3 箇所  

上部 工：中央 径間  1 箇所 (※ 4) 

下部 工： A 1 橋 台 2 箇所  

 

※ 1.採 取 コ ア (5 箇 所 )に お い て 、 現 地 に て 中 性 化 深 さ 測 定 を 実 施 す る 。  
※ 2.採 取 コ ア 6 本 を 各 2cm×5 ス ラ イ ス し 、 合 計 30 資 料 と す る 。  
※ 3.部 分 は つ り 工 を コ ア ド リ ル で 行 っ た 際 に 、 コ ア 採 取 を 行 い 、 室 内 試 験 を 実 施 す る 。  

※ 4.上 部 工 :中 央 径 間 位 置 の 一 軸 圧 縮 強 度 試 験 に 用 い た 採 取 コ ア 2 本 を 併 せ て 、 骨 材 の  
反 応 性 試 験 を 実 施 す る 。  

 

2.橋 梁 一 般 図 
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～
 

72
 

30
0 

31
0 

①
 

コ
ア
 

11
.3
 

15
.0
 

A2
橋
台
 

- 

・
A
1

同
様

に
、

橋
台

全
体

が
湿

潤
状

態
に

あ
る

と
推

測
さ

れ
る

。
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表
層

剥
離

に
よ
る

粗
骨

材
の
露

出
が

広
範

囲
に

認
め

ら
れ
る

。
 

・
幅

0
.
2
m
m
～

1.
0
m
m
の

鉛
直

方
向

ひ
び

わ
れ
が

数
状

あ
り

、
一

部
に
は

遊
離

石
灰
及

び
漏

水
が
認

め
ら

れ
る

。
 

Ⅱ
 

- 
- 

- 
- 

- 

室
内
 

試
験
 

- 
- 

- 
- 

- 

-
 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

現
地
 

測
定
 

は
つ
り
 

- 
- 

-
 

- 
- 

- 
- 

コ
ア
 

- 
- 

P2
橋
脚
 

東 側 柱
 

・
平

成
1
1
年

度
調
査

以
降

に
、
亜

硝
酸

リ
チ
ウ

ム
及

び
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
に

て
表

面
被

覆
工

が
施

さ
れ

て
い

る
。
 

- 
- 

27
.0
 

- 
- 

- 
- 

室
内
 

試
験
 

8.
4 

20
.5
 

86
.6
 

23
96
 

腐
食
開
始
範
囲

外
で
あ
る
が
鉄

筋
に
は
全
周
全

長
に
浮
き
錆
が

認
め
ら
れ
る
 

主
筋

 
D3
2 

13
0～

 

13
5 

13
0 

13
0 

②
 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

現
地
 

測
定
 

2.
1 

4.
0 

帯
筋

 
D2
2 

95
～

12
5 

30
0 

29
0 

②
 

※
1
外
観

変
状

調
査
損
傷
ラ
ン
ク
 ：

 
表

3-
1
-2
.詳

細
目
視

調
査
結
果
に
よ
る
外

観
変

状
度
に

基
づ
く
。
 

 
 

 
 

 
 

※
4
塩
分

含
有

量
試
験
評
価
 

：
 
表

3-
2
-9
.鉄

筋
位
置

に
お
け
る
全
塩
化
物

イ
オ

ン
量
の

判
定
及
び
塩
害
に
よ
る
鋼

材
の

腐
食
可

能
性
の
評
価
に
基
づ
く
。
 

※
5
中
性

化
深

さ
試
験
の
評
価
 

：
 
鉄
筋
位
置
で
の
塩

化
物
イ

オ
ン

量
が

1.
2
 k
g
/
m
3
以
上
、

あ
る
い
は
鉄
筋
腐

食
が
認
め
ら
れ
る
場

合
は

、
中
性

化
残

り
2
5m
m
以
下

を
鉄
筋
腐
食
開
始
の
判
定

と
す
る

｡ 

残
年
数
の
｢
0｣
は

既
に
そ

の
値
に
達
し
て
い
る

こ
と

を
意
味
す
る
。
 

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
表

3-
2
-1
0
.中

性
化
深

さ
の
測

定
結

果
の
判
定
及
び
鋼
材
の
腐

食
可
能

性
の

評
価
に
基
づ
く
。
 

ま
た
、
中
性
化
残
り
と
は
、
最

小
純

被
り
厚

よ
り
中
性
化
深
さ
平
均
値

を
差

引
い
た

も
の
と
す
る
。
 

※
6
鉄
筋

腐
食

状
況
調
査
評
価
 

：
 
表

3-
2
-2
.鉄

筋
の
腐

食
状
況
に
応
じ
た
評

価
に

基
づ
く

。
ま
た
、
赤
字
着
色
部
数

値
は

、
最
小

純
被
り
厚
を
示
す
。
 

※
7
PC

鋼
棒
定

着
部
腐
食
調
査
 

：
 
表

3-
2
-3
.損

傷
度
判

定
基
準
（
案
）
：
①

腐
食

に
基
づ

く
。
 

※
8
残
存

膨
張

量
試
験
判
定
 

：
 
JC
I
 
D
D2

法
に

基
づ

く
。
 

※
9
骨
材

反
応

試
験
判
定
 

：
 
JI
S
 
A 
53
08

法
に
基

づ
く
。
 

な
お

、
表
内
-印

は
、
調

査
を
実
施
し
て
い
な

い
項
目
を
示

す
。
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5
.
現

地
調

査
及

び
室

内
試

験
結

果
 

5
.
1
 
外

観
変

状
調

査
結

果
 

5
.
1
.
1
 
調

査
結

果
一

覧
表

 
外

観
変

状
調

査
結

果
を

下
表

5
.
1
に

示
す

。
 

表
5
.
1
外

観
変

状
調

査
結

果
一

覧
表

 

区
分

 
部

材
 

位
置

 
ラ

ン
ク

 
損

傷
状

況
 

推
定

原
因

 

A
S
舗

装
 

-
 

Ⅳ
 

車
道

部
・

幅
1
.
0
m
m
～

4
.
0
m
m
の

舗
装

ひ
び

わ
れ

が
、

二
方

向
に

散
在

し
て

い
る

の
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅳ
】

 
車

道
部

・
ひ

び
わ

れ
の

方
向

性
及

び
発

生
位

置
に

関
し

て
、

橋
軸

方
向

ひ
び

わ
れ

は
輪

過
重

の
か

か
る

位
置

に
認

め
ら

れ
、

橋
軸

直
角

方
向

ひ
び

わ
れ

は
車

道
部

中
央

付
近

に
局

部
的

に
認

め
ら

れ
る

。
 

車
道

部
・

Ａ
2
付

近
に

、
わ

だ
ち

掘
れ

が
認

め
ら

れ
る

。
(
H
=
3
0
.
0
m
m
 
L
=
1
6
0
0
m
m
)
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅳ

】
 

歩
道

部
・

化
粧

ブ
ロ

ッ
ク

で
舗

装
さ

れ
て

お
り

、
A
2
付

近
東

側
の

一
部

に
、

化
粧

ブ
ロ

ッ
ク

の
変

色
、

劣
化

が
認

め
ら

れ
る

。
(
6
0
0
m
m
×

2
4
0
0
m
m
)
 
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅳ

】
 

・
振

動
 

・
た

わ
み

 

地
覆

 
-
 

Ⅲ
 

東
西

側
地

覆
上

面
・

幅
0
.
1
m
m
～

0
.
2
m
m
の

橋
軸

直
角

方
向

ひ
び

わ
れ

が
、

局
部

的
に

等
間

隔
で

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅳ
】

 

A
1
-
P
1

間
西

側
・

幅
0
.
3
m
m
の

橋
軸

直
角

方
向

ひ
び

わ
れ

が
、

局
部

的
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 
P
2
-
A
2

間
東

側
・

幅
0
.
3
m
m
の

橋
軸

直
角

方
向

ひ
び

わ
れ

が
、

局
部

的
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 
P1

西
側
照

明
柱
取

付
部
付
近
・

幅
0
.
4
m
m
の

橋
軸

直
角

方
向

ひ
び

わ
れ

が
、

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 

中
央

部
-P

2間
西

側
照

明
柱

取
付

部
付

近
・

5
0
m
m
×

3
5
0
m
m
×

8
0
m
m
の

剥
離

、
鉄

筋
露

出
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅳ
】

 

・
乾

燥
収

縮
 

・
た

わ
み

 
・

施
工

不
良

 
(
被

り
不

足
)
 

鋼
製

高
欄

 
-
 

Ⅳ
 

A
1
-
A
2

間
東

西
側

・
高

欄
上

部
パ

イ
プ

部
に

、
局

部
的

な
表

面
錆

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅳ

】
 

・
飛

来
塩

分
 

・
雨

水
 

照
明

装
置

 
-
 

Ⅱ
 

A
1

P
1

間
西

側
・

柱
部

カ
バ

ー
の

ボ
ル

ト
脱

落
(
4
/
1
0
本

)
及

び
ゆ

る
み

(
1
/
1
0
本

)
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 
・

振
動

 

排
水

施
設

 
-
 

Ⅱ
 

P
2
-
A
2

間
西

側
・

排
水

枡
に

、
土

砂
詰

ま
り

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

排
水

パ
イ

プ
(全

10
箇

所
)
・

腐
食

に
よ

る
鋼

材
の

膨
張

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

・
飛

来
塩

分
 

・
雨

水
 

橋
 

面
 

工
 

鋼
製

 
伸

縮
装

置
 

-
 

Ⅱ
 

A
1
伸

縮
装

置
(
メ

タ
ル

ガ
-
ジ

ョ
イ

ン
ト

)
・

異
常

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 
中

央
部

伸
縮

装
置

(フ
ィ

ン
ガ

ー
ジ

ョ
イ

ン
ト

)
・

車
道

部
中

央
付

近
の

フ
ェ

ー
ス

プ
レ

ー
ト

に
腐

食
が

認
め

ら
れ

、
ウ

ェ
ブ

プ
レ

ー
ト

に
お

い
て

は
、

鋼
材

の
断

面
欠

損
が

全
体

的
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
Ⅲ

】
 

東
側
・

段
差

1
0
m
m
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅳ
】

 

西
側
・

段
差

1
0
m
m
及

び
フ

ィ
ン

ガ
ー

部
の

接
触

(
遊

間
異

常
)
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 
A
2

伸
縮

装
置

(
鋼

重
合

せ
)
・

車
道

部
中

央
付

近
の

フ
ェ

ー
ス

プ
レ

ー
ト

に
腐

食
が

認
め

ら
れ

、
伸

縮
ゴ

ム
劣

化
も

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 

・
応

力
 

・
飛

来
塩

分
 

・
雨

水
 

A
1
橋

台
 

付
近

 
東

側
張

出
床

版
・

水
抜

き
穴

よ
り

遊
離

石
灰

が
数

箇
所

に
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅲ

】
 

西
側

張
出

床
版

・
床

版
端

部
付

近
に

お
い

て
、

降
雨

時
に

橋
面

伸
縮

装
置

よ
り

水
の

流
出

が
顕

著
に

認
め

ら
れ

、
遊

離
石

灰
も

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 

中
央

部
 

東
側

張
出

床
版

・
被

り
不

足
に

よ
る

軽
微

な
剥

離
鉄

筋
露

出
が

数
箇

所
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 

・
等

間
隔

に
設

置
さ

れ
て

い
る

す
べ

て
の

水
抜

き
穴

よ
り

、
遊

離
石

灰
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 
中

央
部

付
近

・
錆

汁
を

伴
う

遊
離

石
灰

が
、

局
部

的
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 
西

側
張

出
床

版
・

中
央

縁
端

部
に

お
い

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
抜

け
落

ち
が

2
箇

所
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

・
等

間
隔

に
設

置
さ

れ
て

い
る

す
べ

て
の

水
抜

き
穴

よ
り

、
遊

離
石

灰
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 
中

央
部

付
近

・
幅

0
.
1
m
m
程

度
の

橋
軸

方
向

ひ
び

わ
れ

が
、

局
部

的
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 

張
出

床
版

 

A
2
橋

台
 

付
近

 

Ⅱ
 

東
側

張
出

床
版

・
床

版
端

部
付

近
に

お
い

て
、

降
雨

時
に

橋
面

伸
縮

装
置

よ
り

水
の

流
出

が
顕

著
に

認
め

ら
れ

、
剥

離
、

鉄
筋

露
出

及
び

遊
離

石
灰

も
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

.
Ⅲ

】
 

西
側

張
出

床
版

・
ひ

び
わ

れ
よ

り
軽

微
な

遊
離

石
灰

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅲ

】
 

・
乾

燥
収

縮
 

・
工

不
良

 
(
被

り
不

足
)
 

・
飛

来
塩

分
 

・
雨

水
 

・
中

性
化

 

A
1
橋

台
 

付
近

 
東

側
主

桁
側

面
部

・
幅

0
.
2
m
m
～

0
.
5
m
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
、

数
条

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 

西
側

主
桁

側
面

部
・

幅
0
.
3
m
m
～

0
.
5
m
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
、

2
本

認
め

ら
れ

る
。

ま
た

ハ
ン

チ
部

に
は

、
数

箇
所

の
遊

離
石

灰
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
.
Ⅲ

】
 

中
央

部
 

東
側

主
桁

側
面

・
中

央
部

付
近

に
お

い
て

、
A
S
R

と
推

測
さ

れ
る

幅
0
.
1
m
m
～

0
.
4
m
m
の

方
向

性
の

な
い

ひ
び

わ
れ

が
、

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 
西

側
主

桁
側

面
・

中
央

部
～

P
2
側

に
か

け
て

、
豆

板
空

洞
が

6
箇

所
認

め
ら

れ
、

そ
の

多
く

に
は

鉄
筋

露
出

が
認

め
ら

れ
る

。
(
砂

利
同

士
の

結
合

が
弱

い
状

態
)
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

東
西

側
主

桁
側

面
部

・
P
C
鋼

棒
定

着
部

及
び

横
締

め
部

の
露

出
が

多
数

に
わ

た
り

認
め

ら
れ

、
鋼

材
は

、
断

面
欠

損
を

伴
う

腐
食

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

主
桁

下
面
・

ヒ
ン

ジ
部

～
P
2
側

に
か

け
て

、
コ

ー
ル

ド
ジ

ョ
イ

ン
ト

(
L
=
2
5
0
0
m
m
)
が

一
箇

所
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

中
央

部
・

表
面

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
浮

き
(
4
0
0
m
m
×

2
0
0
0
m
m
)
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

 

隅
角

部
・

剥
離

、
鉄

筋
露

出
が

、
全

体
的

に
多

数
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

側
面

部
か

ら
の

雨
水

の
流

下
跡

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
の

変
色

劣
化

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅳ

】
 

主
桁

外
面

 

A
2
橋

台
 

付
近

 

Ⅱ
 

東
側

主
桁

側
面

部
・

幅
0
.
2
m
m
～

0
.
4
m
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
、

数
条

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 
・

横
締

部
の

表
面

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
浮

き
が

2
箇

所
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅳ

】
 

西
側

主
桁

側
面

部
・

幅
0
.
2
m
m
～

0
.
4
m
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
、

数
条

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 

・
表

面
コ

ン
ク

リ
ー

ト
剥

離
部

に
、

型
枠

片
と

推
測

さ
れ

る
木

片
の

混
入

が
、

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅳ
】

 

・
応

力
 

・
乾

燥
収

縮
 

・
施

工
不

良
 

(
被

り
不

足
)
 

・
飛

来
塩

分
 

・
雨

水
 

・
中

性
化

 
・

A
S
R
 

A
1
-
P
1
 

側
径

間
 

A
1

側
主

桁
端

部
・

東
側

側
面

～
端

横
桁

～
西

側
側

面
に

か
け

て
連

続
す

る
、

幅
0
.
3
m
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
数

条
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

端
横

桁
部
・

ひ
び

わ
れ

幅
が

広
く

な
っ

て
お

り
、

横
方

向
に

0
.
2
m
m
～

最
大

1
.
1
m
m
の

ひ
び

わ
れ

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

支
間

中
央

部
・

東
側

側
面

～
上

面
～

西
側

側
面

に
か

け
て

連
続

す
る

、
幅

0
.
1
m
m
～

0
.
5
m
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
数

条
認

め
ら

れ
、

一
部

の
ひ

び
わ

れ
か

ら
は

、
遊

離
石

灰
が

 
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

平
成

1
1

年
度

の
調

査
結

果
を

も
と

に
今

回
調

査
時

と
の

ひ
び

わ
れ

延
長

の
比

較
を

行
っ

た
結

果
、

測
定

誤
差

に
よ

る
若

干
の

延
長

差
が

み
ら

れ
る

も
の

の
、

顕
著

な
進

捗
は

認
め

ら
れ

な
い

。
 

P
1
-
P
2
 

中
央

径
間

 

中
央

部
・

P
1
側

上
面

に
お

い
て

、
橋

軸
直

角
方

向
に

遊
離

石
灰

を
伴

う
幅

0
.
2
m
m
の

ひ
び

わ
れ

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

・
P
2
側

上
面

に
お

い
て

、
幅

0
.
2
m
m
の

橋
軸

方
向

ひ
び

わ
れ

が
、

2
本

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 

橋
脚

柱
頭

部
・

P
1
、

P
2

に
お

い
て

は
、

主
に

幅
0
.
1
m
m
～

0
.
5
m
m
の

横
方

向
ひ

び
わ

れ
が

、
局

部
的

に
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

平
成

1
1

年
度

の
調

査
結

果
を

も
と

に
今

回
調

査
時

と
の

損
傷

の
比

較
を

行
っ

た
結

果
、

対
象

損
傷

が
1
7

区
画

部
に

あ
る

打
継

部
か

ら
の

遊
離

石
灰

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】

で
あ

り
、

進
捗

は
認

め
ら

れ

な
い

。
 

上
 

部
 

工
 

主
桁

内
面

 

P
2
-
A
2
 

側
径

間
 

Ⅱ
 

A
2

側
主

桁
端

部
・

東
側

側
面

～
端

横
桁

～
西

側
側

面
に

か
け

て
連

続
す

る
、

幅
0
.
2
m
m
～

0
.
3
m
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

端
横

桁
部
・

ひ
び

わ
れ

幅
が

広
く

な
っ

て
お

り
、

横
方

向
に

0
.
5
m
m
～

最
大

1
.
2
m
m
の

ひ
び

わ
れ

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

支
間

中
央

部
・

東
側

側
面

～
上

面
～

西
側

側
面

に
か

け
て

連
続

す
る

、
幅

0
.
1
m
m
～

0
.
2
m
の

方
向

性
の

あ
る

ひ
び

わ
れ

が
数

条
認

め
ら

れ
、

 

8
箇

所
の

ひ
び

わ
れ

か
ら

遊
離

石
灰

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

平
成

1
1

年
度

の
調

査
結

果
を

も
と

に
今

回
調

査
時

と
の

ひ
び

わ
れ

延
長

の
比

較
を

行
っ

た
結

果
、

測
定

誤
差

に
よ

る
若

干
の

延
長

差
が

み
ら

れ
る

も
の

の
、

顕
著

な
進

捗
は

認
め

ら
れ

な
い

。
 

・
応

力
 

・
乾

燥
収

縮
 

A
1
橋

台
 

Ⅱ
 

た
て

壁
部
・

前
面

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

継
部

に
導

水
管

が
数

箇
所

設
置

さ
れ

て
お

り
、

晴
天

時
で

も
水

の
滲

み
出

し
が

認
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

橋
台

全
体

が
湿

潤
状

態
に

あ
り

、
 

A
S
R
と

推
測

さ
れ

る
幅

0
.
1
m
m
～

0
.
2
m
m
の

方
向

性
の

な
い

ひ
び

わ
れ

及
び

錆
汁

が
、

た
て

壁
前

面
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 
東

側
側

面
部
・

モ
ル

タ
ル

補
修

部
に

お
い

て
は

、
縦

ひ
び

わ
れ

か
ら

の
遊

離
石

灰
及

び
漏

水
が

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 
西

側
側

面
部
・

3
箇

所
に

豆
板

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅳ

】
 

・
A
S
R
 

・
雨

水
 

・
施

工
不

良
 

(
被

り
不

足
)
 

下
 

部
 

工
 

橋
台

 

A
2
橋

台
 

Ⅱ
 

た
て

壁
部
・

A
1
橋

台
同

様
に

、
橋

台
全

体
が

湿
潤

状
態

に
あ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
層

剥
離

に
よ

る
粗

骨
材

の
露

出
が

広
範

囲
に

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅱ
】

 
幅

0
.
2
m
m
～

最
大

1
.
0
m
m
の

一
方

向
ひ

び
わ

れ
が

数
条

認
め

ら
れ

、
一

部
ひ

び
わ

れ
に

は
、

漏
水

及
び

遊
離

石
灰

が
認

め
ら

れ
る

。
【

損
傷

ラ
ン

ク
Ⅱ

】
 

東
側

側
面

部
・

幅
2
.
0
m
m
の

一
方

向
ひ

び
わ

れ
が

、
1
本

認
め

ら
れ

る
。

【
損

傷
ラ

ン
ク

Ⅲ
】
 

・
乾

燥
収

縮
 

・
雨

水
 

・
施

工
不

良
 

(
被

り
不

足
)
 

 ※
1
 

：
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
調

査
判

定
は

、
表

3
-
1
-
2
.
詳

細
目

視
調

査
結

果
に

よ
る

外
観

変
状

度
に

基
づ

く
。

 
※

2
 

：
 

そ
の

他
部

材
の

調
査

判
定

は
、

表
3
-
2
-
3
.
一

般
性

状
に

よ
る

損
傷

ラ
ン

ク
に

基
づ

く
。
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車道部：橋軸方向ひびわれ 

    A1-A2 間散在して認められる。 

主に輪過重のかかる位置に認められる。 
【損傷ランクⅣ】 

 
車道部：橋軸直角方向ひびわれ 

    A1-A2 間散在して認められる。 

主に車道中央部に認められる。 
【損傷ランクⅣ】 

車道部：わだち掘れ 

    A2 付近に認められる。 

(H=30mm L=1600mm) 
【損傷ランクⅣ】 

歩道部：化粧ブロックの変色、劣化 

    A2 東側歩道部の一部に認められる。 
【損傷ランクⅣ】 

 
幅 0.1～0.2mm の橋軸直角方向ひびわれ 

A1-A2 間の東西側で、局部的に発生しており、発生

箇所においては、等間隔(500mm 程度)に認められる。
【損傷ランクⅣ】 

 
幅 0.4mm の橋軸直角方向ひびわれ 

P1 西側照明柱取付部付近において、認められる。 
【損傷ランクⅢ】 

5.1.2 損傷図及び 損傷写真集  

以 下 に、橋面 部、 主 桁 外 面 、 主 桁 内 面 、 下 部 工 の 代 表 的 な 損 傷 を 示 す 。 
 

A.橋面部  
(AS 舗装 )  

   

 

 
 

   

 

 
 
(地 覆 ) 
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高欄上部パイプの表面錆 

A1-A2 間の東西側において、局部的に認められる。 
【損傷ランクⅣ】 

 

カバーボルトの脱落及びゆるみ 

A1-P1 間西側照明柱において、脱落(4/10 本)、ゆる

み(1/10 本)が認められる。【損傷ランクⅡ】 

排水枡の土砂詰まり 

P2-A2 間西側排水枡に認められる。【損傷ランクⅡ】 
排水パイプの腐食 

全 10 箇所の排水パイプにおいて、鋼材の膨張が認め

られる。【損傷ランクⅡ】 

 
フェイスプレートの腐食 

中央部フィンガージョイントの車道中央部におい

て、鋼材の局部的な断面欠損を伴う腐食が、認めら

れる。【損傷ランクⅢ】 

 
ウェブプレートの腐食 

中央部フィンガージョイントの断面部(ウェブプレ

ート)全体において、鋼材の局部的な断面欠損を伴う

腐食が認められる。【損傷ランクⅡ】 

 
 

(鋼 製高欄及 び 照明施設 )  

   

 

 
(排 水施設 )  

   

 

 
 
(鋼 製伸縮装 置 ) 

   

 

 

 

141



 

 

 
フィンガージョイントの段差 

中央部フィンガージョイントの東西側において、

10mm の段差が、認められる。【損傷ランクⅣ】 

 

フィンガージョイントの遊間異常 

中央部フィンガージョイントの西側において、フィ

ンガー部の接触が認められる。【損傷ランクⅡ】 

フェイスプレートの腐食 

A2 鋼重合せジョイントの車道中央部において、鋼材

の局部的な断面欠損を伴う腐食が、認められる。 
【損傷ランクⅢ】 

伸縮ゴムの劣化 

A2 鋼重合せジョイントにおいて、遊間部の全体的な

ゴムの劣化が認められる。【損傷ランクⅣ】 

 
 
 

   

 

 
 

   

 

 

 
な お 、次項に橋面 部の損 傷 図及び損傷 一覧表 を示 す。  
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上
関

大
橋

 橋
面

損
傷

図

平
面
図

S
=1
:
20
0

Ａ
1-
Ｐ
1

A
1

400
7506500750

400

8800

P
1

1
0

39
9
90

上
関
側

南
側

北
側

室
津
側

6
9
97
5

1
4
0
0
00

2
2
00
0
0

（
上
関
側

）
（
南
側
）

3
9
9
9
0

A
110

6
99
7
5

50

3
9
9
9
0

1
0

調
査
位
置
図

（
室
津
側

）
（
北

側
）

P
1

P
2

A
2

調
査
位

置

5
1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
00
0
0

足
場

設
置

範
囲

W
=2
.0
 L
=
11
00

W=
3.
0 
L=
6
00

W
=2
.0
 L
=
90
0

W=
1.
0 
L=
7
00

W=
1.
0 
L
=1
10
0

W
=1
.0
 L
=1
20
0

W
=
1.
0 
L=
50
0

W=
1.
0 
L
=5
00

W=
2.
0 
L=
30
0

W=
2.
0 
L
=3
00

W=
2.
0 
L=
6
00

W=
1.
0 
L
=6
00

W
=1
.0
 L
=
70
0

W
=1
.0
 L
=4
0
0

W=
2.
0 
L
=6
00

W=
2
.0
 L
=3
00

W=
1
.0
 L
=1
00
0

W
=
3.
0 
L=
70
0

W=
3.
0 
L
=4
00

W=
4.
0 
L
=2
60
0

W
=0
.3
 
L=
40
0

L
=
20
00

W
=0
.2
 L
=4
0
0

W
=0
.2
 L
=4
5
0

（
非
破
壊
検
査
を
用
い
た
土
木
ｺ
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄ構

造
物
の
健
全
度

診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
/土

木
研
究
所
）

ひ
び

割
れ
,
錆

汁
,
剥

離
,あ

る
い

は
剥

落
が
連

続
的
に

認
め
ら

れ
る

場
合

Ⅱ

ご
く

軽
微
な

ひ
び
割

れ
や
錆

汁
が
認

め
ら
れ

る
場

合

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ表

面
に

変
状

が
認
め

ら
れ
な

い
場
合

ⅣⅢ 無

判
 
 
定

 
 
内
 
 
容

詳
細
目
視
調
査
結
果
に
よ
る
外
観
変
状
度

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄの

断
面

欠
損

が
認
め

ら
れ
、

内
部
の

鋼
材

の
露

出
や
破

断
が
認

め
ら
れ

る
場
合

判
定

区
分

Ⅰ

舗
装
ひ
び
わ

れ

変
色
・
劣
化

土
砂
詰
り

腐
　
　
食

浮
　
　
き

損
傷
種
類

漏
水
・
漏
水

跡

豆
板
・
空
洞

図
内
損
傷
凡
例

遊
離
石
灰

鉄
筋
露
出

ひ
び
わ
れ

剥
　
　
離

凡
　
　
例

Y MT RH

わ
だ
ち
掘
れ

車道部（As舗装）

歩道部
（化粧ブロック）

高欄・地覆

歩道部
（化粧ブロック）

高欄・地覆

W
=
0.
2 
L=
40
0

W
=0
.3
 L
=
40
0

W
=
1.
0 
L=
20
0

W
=
0.
4 
L=
40
0

W
=0
.
1 
L=
40
0

引
出
線
凡
例

注
)数

字
は

損
傷
番
号
を
示
す
。

ま
た
、
着
色
数
字
は
損
傷

写
真
撮
影
箇
所
を
示
す
。

ま
た
、
損
傷
種
別
及
び
判

定
ラ
ン
ク
は

別
紙
橋
面
損
傷
一
覧
表
を

参
照
の
こ
と
。

尚
、
写
-数

は
損
傷
写
真
番
号
を
示
す
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幅 0.3mmの方向性のあるひびわれ(東側側面) 

A1 主桁端部において、東側側面～端横桁～西側側面

にかけて連続する方向性のあるひびわれが、数条認

められる。【損傷ランクⅡ】 

 
幅 0.2mm～1.1mm の方向性のあるひびわれ(端横桁)

A1 主桁端部において、東側側面～端横桁～西側側面

にかけて連続する方向性のあるひびわれが、数条認

められる。【損傷ランクⅡ】 

幅 0.3mm の方向性のあるひびわれ(西側側面) 

A1 主桁端部において、東側側面～端横桁～西側側面

にかけて連続する方向性のあるひびわれが、数条認

められる。【損傷ランクⅡ】 

幅 0.1mm～0.5mm の方向性のある 

ひびわれ(東側側面～上面) 

支間中央部において、東側側面～上面～西側側面に

かけて連続する方向性のあるひびわれ及び遊離石灰

が認められる。【損傷ランクⅡ】 

 
幅 0.1mm～0.5mm の方向性のある 

ひびわれ(西側側面～上面) 

支間中央部において、東側側面～上面～西側側面に

かけて連続する方向性のあるひびわれ及び遊離石灰

が認められる。【損傷ランクⅡ】 

C.主桁内面  
(A1-P1 側径 間 )  
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幅 0.2mm の橋軸直角方向ひびわれ 

中央部 P1 側上面において、遊離石灰を伴う橋軸直角

方向のひびわれが認められる。【損傷ランクⅡ】 

 
幅 0.2mm の橋軸直角方向ひびわれ 

中央部 P2 側上面において、橋軸直角方向のひびわれ

が認められる。【損傷ランクⅡ】 

主に幅 0.1mm～0.5mm の横方向ひびわれ 

P1 柱頭部において、主に幅 0.1mm～0.5mm の横方向

ひびわれが、局部的に認められる。【損傷ランクⅡ】 

主に幅 0.1mm～0.5mm の横方向ひびわれ 

P2 柱頭部において、主に幅 0.1mm～0.5mm の横方向

ひびわれが、局部的に認められる。【損傷ランクⅡ】 

 
(P1-P2 中央 径 間 )  
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幅 0.2～0.3mm の方向性のあるひびわれ(東側側面) 

A2 主桁端部において、東側側面～端横桁～西側側面

にかけて連続する方向性のあるひびわれが、数条認

められる。【損傷ランクⅡ】 

 
幅 0.5mm～1.2mm の方向性のあるひびわれ(端横桁)

A2 主桁端部において、東側側面～端横桁～西側側面

にかけて連続する方向性のあるひびわれが、数条認

められる。【損傷ランクⅡ】 

幅 0.2～0.3mm の方向性のあるひびわれ(西側側面)

A2 主桁端部において、東側側面～端横桁～西側側面

にかけて連続する方向性のあるひびわれが、数条認

められる。【損傷ランクⅡ】 

幅 0.1mm～0.2mm の方向性のある 

ひびわれ(東側側面～上面) 

支間中央部において、東側側面～上面～西側側面に

かけて連続する方向性のあるひびわれ及び遊離石灰

が認められる。【損傷ランクⅡ】 

 

幅 0.1mm～0.2mm の方向性のある 

ひびわれ(西側側面～上面) 

支間中央部において、東側側面～上面～西側側面に

かけて連続する方向性のあるひびわれ及び遊離石灰

が認められる。【損傷ランクⅡ】 

 
(P2-A2 側径 間 )  

   

 

 
 

   

 

 
 
 

   

 

 

 
ま た 、次に主桁内 面の損 傷 図及び損傷 一覧表 を示 す。  
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コンクリート打継部からの漏水 

数箇所に設置されている導水管及び打継部におい

て、晴天時でも水の滲み出しが認められる。 
【損傷ランクⅡ】 

 

ASR の影響と推測される方向性のないひびわれ 

たて壁部において、ASR の影響と推測される幅 0.1

～0.2mm の方向性のないひびわれ及び錆汁が、認め

られる。 
【損傷ランクⅡ】 

補修部の縦びびわれからによる遊離石灰及び漏水 

東側側面部のモルタル補修部において、縦ひびわれ

から遊離石灰及び漏水が認められる。【損傷ランクⅡ】

豆板、空洞 

西側側面部において、小規模ではあるが、豆板、空

洞が 3 箇所に認められる。【損傷ランクⅣ】 

 
水抜き穴からの遊離石灰 

東側張出床版端部付近において、水抜き穴からの遊

離石灰が数箇所に認められる。【損傷ランクⅢ】 

 
橋面伸縮装置からの水の流出に伴う遊離石灰 

西側張出床版端部付近において、降雨時には、橋面

伸縮装置から水の流出が顕著に認められ、遊離石灰

も認められる。【損傷ランクⅢ】 

D.下部工  (橋 台 、 張 出 床 版 及 び 主 桁 端 部 外 面 を 含 む ) 
 

 
(A1 橋 台 )  

   

 

 
 

   

 

 
 
(A1 張 出床版端部 ) 
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幅 0.2～0.5mm の方向性のあるひびわれ 

東側主桁側面端部付近において、幅 0.2mm～0.5mm

の方向性のあるひびわれが数条認められる。 
【損傷ランクⅡ】 

 

幅 0.3～0.5mm の方向性のあるひびわれ 

西側主桁側面端部付近において、幅 0.3mm～0.5mm

の方向性のあるひびわれが数条認められ、ハンチ部

においては、遊離石灰が認められる。 
【損傷ランクⅡ.Ⅲ】 

コンクリート表面剥離による粗骨材の露出 

たて壁部において、粗骨材の露出が広範囲に認めら

れる。【損傷ランクⅡ】 

コンクリート表面剥離による粗骨材の露出 

たて壁部において、粗骨材の露出が広範囲に認めら

れる。【損傷ランクⅡ】 

 
漏水及び遊離石灰を伴うひびわれ 

たて壁部において、幅 0.2mm～1.0mm の一方向ひびわ

れが数条認められ、一部においては、漏水及び遊離

石灰が認められる。【損傷ランクⅡ】 

 
幅 2.0mm の一方向ひびわれ 

東側側面部において、幅 2.0mm の一方向ひびわれが

1 本認められる。【損傷ランクⅢ】 

 
(A1 主 桁端部 )  

   

 

 

 
(A2 橋 台 )  
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橋面伸縮装置からの水の流出に伴う遊離石灰 

東側張出床版端部付近において、降雨時には、橋面

伸縮装置から水の流出が顕著に認められ、遊離石灰

も認められる。また、同位置には、剥離、鉄筋露出

も認められる。【損傷ランクⅡ.Ⅲ】 

 

ひびわれからの軽微な遊離石灰 

西側張出床版端部付近において、ひびわれからの軽

微な遊離石灰が認められる。【損傷ランクⅢ】 

幅 0.2～0.4mm の方向性のあるひびわれ 

東側主桁側面端部付近において、幅 0.2mm～0.4mm

の方向性のあるひびわれが数条認められる。 
【損傷ランクⅡ】 

横締め部モルタルの浮き 

東側主桁側面端部付近において、横締め部モルタル

の浮きが、2 箇所認められる。 
【損傷ランクⅣ】 

 
幅 0.2～0.4mm の方向性のあるひびわれ 

西側主桁側面端部付近において、幅 0.2mm～0.4mm

の方向性のあるひびわれが数条認められる。 
【損傷ランクⅡ】 

 
コンクリート表面剥離部に木片混入 

西側側面部において、型枠片と推測される木片の混

入が認められる。【損傷ランクⅣ】 

 
(A2 張 出床版 )  

   

 

 
 
 
(A2 主 桁端部 )  

   

 

 
 

   

 

 

 
ま た 、次に下部工 の損傷 図 及び損傷一 覧表を 示す 。  
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損
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  5.
2 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
査
及
び
鋼
材
調
査
結
果
 

 
5.
2.
1 
調
査
結
果
一
覧
表
 

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
査
及
び
鋼
材
調
査
結
果
を
下
表
に
示
す
。
 

 
 
ま
た
、
調
査
全
体
位
置
図
及
び
コ
ア
採
取
一
覧
表
を
次
頁
に
示
す
。
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比

較
、

検
討

等
が

で
き

る
も

の
の

位
置

を
以
下

内
容

に
て

図
内

に
表

示
す

る
。

中
性
化

深
さ

試
験

塩
分
含

有
量

試
験

一
軸

圧
縮

強
度
試

験

調
査
項

目
図

内
表

示
表
示

番
号

調
査
位

置

コ
ア
N
O.
6

西
側

主
桁

側
面

　
P
1
橋
脚

付
近

コ
ア
N
O.
3

コ
ア
N
O.
4

コ
ア
N
O
.
10

P
2
橋

脚
東

側
柱

部

西
側

主
桁

側
面

　
中

央
部

付
近

東
側

主
桁

側
面

　
P
1
橋
脚

付
近

は
つ

り
④

は
つ

り
⑤

鉄
筋

腐
食

状
況
調

査
A
1
橋

台
東

側
側

面
部

西
側

主
桁

側
面

　
P
1
橋
脚

付
近

尚
、

詳
細

位
置

に
関

し
て

は
、

平
成

11
年

度
報
告

書
の

位
置

図
及

び
写

真
集

を
参

照

1
)
.調

査
位

置
図
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2
）

コ
ア
採

取
一

覧
表

 
  

採
取

コ
ア

 
室
内

試
験

項
目

 

表
示

番
号
 

(
コ
ア

番
号
)
 

採
取
位

置
 

径
 

(
m
m
)
 

長
さ
 

(
m
m)
 

一
軸

圧
縮
 

強
度

試
験
 

J
I
S 

A 
1
1
07

 

静
弾

性
 

係
数

試
験

 

J
I
S
 
A
 
11

49
 

塩
分

 

含
有

量
試

験
J
C
I
 

S
C
4
 

中
性
化
 

深
さ
試
験

 

J
I
S
 
A 
11
5
2
 

残
存
 

膨
張
量

試
験

J
CI

 

D
D
2
 

骨
材

 

反
応
試

験
 

J
I
S
 
A 

53
0
8
 

1
 

残
存

N
O.

1
 

東
側

張
出

床
版

 
φ

7
5
 

L
=
17
0
 

 
 

 
 

●
 

 

2
 

塩
分

N
O.

2
 

東
側

張
出

床
版

 
φ

7
5
 

L
=
13
0
 

 
 

●
 

●
 

 
 

3
 

塩
分

N
O.

3
 

東
側

主
桁

側
面

 
φ
1
1
0
 

L
=
13
0
 

 
 

●
 

●
 

 
 

4
 

圧
縮

N
O.

4
 

東
側

主
桁

側
面

 
φ
1
1
0
 

L
=
19
0
 

●
 

●
 

 
 

 
●

 

5
 

圧
縮

N
O.

5
 

主
桁
下

面
 

φ
7
5
 

L
=
18
0
 

●
 

●
 

 
 

 
 

6
 

塩
分

N
O.

6
 

主
桁
下

面
 

φ
7
5
 

L
=
14
0
 

 
 

●
 

●
 

 
 

7
 

圧
縮

N
O.

7
 

西
側

主
桁

側
面

 
φ
1
1
0
 

L
=
20
0
 

●
 

●
 

 
 

 
●

 

8
 

塩
分

N
O.

8
 

西
側

主
桁

側
面

 
φ
1
1
0
 

L
=
13
5
 

 
 

●
 

●
 

 
 

9
 

圧
縮

N
O.

9
 

西
側

張
出

床
版

 
φ

7
5
 

L
=
14
0
 

●
 

●
 

 
 

 
 

1
0
 

塩
分

N
O.

10
 

西
側

張
出

床
版

 
φ

7
5
 

L
=
18
5
 

 
 

●
 

●
 

 
 

1
1
 

A
1
圧

縮
 

A
1
橋
台

 
φ
1
1
0
 

L
=
22
0
 

●
 

●
 

 
 

 
 

1
2
 

A
1
塩

分
 

A
1
橋
台

 
φ
1
1
0
 

L
=
23
0
 

 
 

●
 

●
 

 
 

1
3
 

A
1
残

存
N
O.

1
 

A
1
橋
台

 
φ
1
1
0
 

L
=
20
0
 

 
 

 
 

●
 

 

1
4
 

A
1
残

存
N
O.

2
 

A
1
橋
台

 
φ
1
1
0
 

L
=
24
0
 

 
 

 
 

●
 

 

1
5
 

A
1
骨

材
N
O.

1
 

A
1
橋
台

 
φ
1
1
0
 

L
=
37
5
 

 
 

 
 

 
●

 

1
6
 

A
1
骨

材
N
O.

2
 

A
1
橋
台

 
φ
1
1
0
 

L
=
38
0
 

 
 

 
 

 
●

 

1
7
 

P
2
は

つ
り

 
P
2
橋

脚
東
側

柱
部
 

φ
1
1
0
 

L
=
80
 

 
 

 
●
 

 
 

注
1
）
一

軸
圧

縮
強

度
試
験

採
取
コ

ア
は

、
現

地
に
お

い
て
、

中
性

化
深

さ
測
定

を
実
施

す
る

。
 

注
2
）
圧

縮
N
O
.
4
及
び

NO
.7

は
、
各

試
験

後
に
併

せ
、
主

桁
供
試

体
と
し

て
、
骨

材
反
応

試
験

を
実

施
す
る

。
 

注
3
)
採

取
径

に
関

し
て

は
、
コ

ア
ド
リ

ル
の

外
径

を
示
す

。
 

な
お

、
概

算
実

コ
ア
径

は
、

φ
7
5
mm
→

φ
7
0
m
m
・

φ
1
10
mm
→

φ
10
0
mm

で
あ

る
。
 

注
4
)1
7
・
P
2
は

つ
り
:
P2

橋
脚

東
側

柱
部

に
お
い

て
の
コ

ア
は

、
部

分
は
つ

り
工
を

コ
ア
ド

リ
ル

に
て

 

行
っ

た
際

に
、

採
取
す

る
も
の

と
す

る
。

 
 

163



 

 

 
 

5.2.2 一軸圧縮強度試験･静弾性試験･シュミットハンマー試験結果  

一軸 圧縮強度試験 、静弾 性係数試験及 びシュ ミットハンマー試験 の結果

を下 表 5-2-2.試験結果及 び評価一覧表 及び 図 5-2-1.試 験結果図に 示す。  

表 5-2-2.試験 結果及び評 価一覧表  

 
一 軸 圧 縮 強 度 試 験  静 弾 性 係 数 試 験  

シ ュ ミ ト

ハ ン マ ー

試 験  

表 示 番 号  

コ ア 番 号  
調 査 位 置  

圧 縮 強 度  
( N /ｍ ㎡ )  

設 計  
基 準 強 度  

( N /ｍ ㎡ )  

静 弾 性  
係 数  

( K N /ｍ ㎡ )  

推 定 強 度  
( N /ｍ ㎡ )  

残 存  

NO.1 

東 側  

張 出 床 版  
- 

40 

- 52.5 

圧 縮  

NO.9 

西 側  

張 出 床 版  
46.1 28.8 50.9 

圧 縮  

NO.4 

東 側  

主 桁 側 面  
47.2 22.0 47.3 

圧 縮  

NO.7 

西 側  

主 桁 側 面  
55.1 25.2 48.5 

圧 縮  

NO.5 
主 桁 下 面  38.5 18.2 50.2 

A1 

圧 縮  

A1 橋 台  

た て 壁  
34.5 24 23.5 40.3 

 

 

図 5-2-1.試験 結果図  
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